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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のラインに対応する走査電極と複数の信号電極とが交差するように形成された液晶
表示パネルを複数ライン同時選択駆動法により駆動する液晶表示装置の駆動方法において
、
　行列の要素を「１」と「０」で表す場合に対角成分のみが「０」であり同時選択時に使
用されない仮想行を含む一の直交行列を、１仮想行を含む４行８列の選択行列の一部とし
、その直交行列の列ベクトルを順にＲ１，Ｒ２，Ｒ３，Ｒ４としたときに、順にＲ３，Ｒ
２，Ｒ１，Ｒ４を列ベクトルとする他の直交行列を当該選択行列の他部とする選択行列を
用い、
　同時選択されるラインが選択行列における一の列ベクトルにもとづいて選択される期間
をサブフレームとし、表示データが切り替わった場合に、複数サブフレームに亘る画素へ
の印加電圧の実効値の和の、同時選択されるライン間での差が、所定値以下になるような
タイミングで表示データの切り替えを行う駆動方法であり、
　第０サブフレーム、第３サブフレーム、第４サブフレームまたは第７サブフレームで表
示データの切り替えを行う
　ことを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２】
　前記所定値が０である請求項１記載の液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マトリクス型液晶表示装置の複数行を同時に選択して駆動する液晶表示装置
の駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　複数の走査電極（行電極またはコモン電極とも呼ばれる。）と、走査電極に直交するよ
うに配置された複数の信号電極（データ電極、列電極またはセグメント電極とも呼ばれる
。）との間に液晶を挟持する液晶表示装置の駆動方法として、走査電極を一つずつ選択し
て選択した走査電極に所定の電圧を印加する線順次駆動法がある。線順次駆動法には、非
選択行の走査電極の電位を一定にするＡＰＴ（Alto Pleshko Technique）や、一定周期で
非選択行の走査電極の電位を変化させるＩＡＰＴ（Improved APT）等がある。
【０００３】
　また、線順次駆動法の他に、複数の走査電極を同時に選択する複数ライン同時選択駆動
法（マルチラインアドレッシング法：ＭＬＡ法）もある（例えば、特許文献１参照。）。
同時選択される各走査電極に印加される選択電圧は、図８に例示するようなＬ行Ｋ列の行
列で表すことができる。以下、この行列を選択行列という。Ｌは同時選択ライン数すなわ
ち同時選択される走査電極数である。選択電圧は、互いに直交するベクトル群として表さ
れる。従って、それらのベクトルを要素として含む行列は直交行列となる。直交行列にお
ける各行は同時選択される各走査電極に対応する。例えば、同時選択される走査電極中の
第１番目の走査電極に対して、選択行列の第１行目の要素が適用される。すなわち、第１
行目における１列目の要素、２列目の要素、・・・、Ｋ列目の要素の順に選択電圧が、第
１番目の走査電極に印加される。なお、例えば、選択行列における「１」はＶｒの選択電
圧に対応し、「０」は－Ｖｒの選択電圧に対応する。そして、非選択電圧ＶＭは例えば０
Ｖである。また、図８に示す直交行列は「１」と「０」とを要素にしているが、「１」と
「－１」とを要素にして直交行列を表現することもできる。
【０００４】
　ＭＬＡ法には、駆動電圧のレベル数を低減するために、同時選択されるライン（行）の
一部を実際には表示させない仮想行とする方法がある。図９は、４行４列の直交行列を用
い、４ライン目を仮想行とした場合のＭＬＡ法を説明するための説明図である。図９（Ａ
）の左側には選択行列の例が示され、右側には表示データの例が示されている。図９（Ｂ
）には列表示パターン（１列における実際に同時選択される３ラインの表示データ、仮想
行も含めると４ラインの表示データ）の例が示されている。図９（Ｃ）には列電圧パター
ン（信号電極に対して順次印加される電圧のパターン）の例が示されている。信号電極ｉ
，ｊにおいて走査電極Ｌ＝１，Ｌ＝２，Ｌ＝３で表示される表示データとそれに対応する
仮想行データとを図９（Ａ）に示すようにすると、列表示パターンは、図９（Ｂ）に示す
ようなベクトル（ｄ）で表される。ここで、オフ画素が「０」に対応し、オン画素が「１
」に対応する。
【０００５】
　信号電極ｉ，ｊに順次印加されるべき電圧パターンは、列表示パターンと行選択パター
ンとについてビットごとに排他的論理和をとり、それらの結果の和をとったものに対応す
るので、信号電極ｉ，ｊに順次印加されるべき列電圧パターンは、図９（Ｃ）に示す「３
」と「１」との２種の値を要素とするベクトル（ｖ）のようになる。すなわち、図９（Ａ
）において、３つの走査電極に、［＃１］～［＃４］の順に選択電圧が印加されていくと
きに、信号電極ｉ，ｊには、図９（Ｃ）に示す［＃１］～［＃４］の順に電圧が印加され
ていく。そして、例えば、図９（Ｃ）に示す「３」を信号電極に印加される電圧（信号電
圧）－Ｖｃに対応させ、「１」を信号電圧－Ｖｃに対応させることができる。
【０００６】
　つまり、同時選択ライン数を３として１行の仮想行を設け、仮想行の表示データを適切
に設定した場合には、信号電極に印加される電圧のレベル数を２にすることができる。従
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って、ＡＰＴの場合と同様に駆動電圧を設定することができる。なお、選択期間において
、画素に印加される電圧は、Ｖｒ＋Ｖｃ、－Ｖｒ＋Ｖｃ、Ｖｒ－Ｖｃ、－Ｖｒ－Ｖｃのい
ずれかである。
【０００７】
【特許文献１】特開２００３－１０８０８２号公報（段落０００３－００１０）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上記のような仮想行を用いたＭＬＡによれば駆動電圧のレベル数を低減することができ
るが、液晶表示パネルの表示部に表示される画像の切り替わりのタイミングで、表示部に
筋が生ずる場合があることが観察された。画像の切り替わりには、表示画面全体の表示内
容が変わることの他、表示画面内に表示されている画像が移動することも含まれる。信号
電極に着目すると、画像が移動することに応じて信号電極に対する印加電圧が変わるから
である。以下、筋（横筋）が生ずる原因を考察する。
【０００９】
　図１０（Ａ）に示す選択行列を用いる場合を例にする。図１０（Ａ）に示す選択行列は
、図９（Ａ）に例された選択行列と同じである。ただし、図１０（Ａ）では、仮想行につ
いての値は記載省略されている。また、選択行列は、４つの列ベクトル（ＲＯＷベクトル
）で構成される。横筋の発生を考えるので、非選択期間を考慮せず、選択期間に液晶に印
加される電圧のみを考慮する。選択期間における各画素への印加電圧は、絶対値でＶｒ＋
ＶｃまたはＶｒ－Ｖｃである。以下、Ｖｒ＋Ｖｃに対応する実効値をＢと表し、Ｖｒ－Ｖ

ｃに対応する実効値をＳと表す。
【００１０】
　図１０（Ｂ）における上段には、液晶表示パネルにおける３行に対する印加電圧（実効
値）シーケンスが示されている。横軸は時間を示し、縦軸はある列の信号電極に対応する
。図１０（Ｂ）における上段には、後述するような第２フレームの第０サブフレームで表
示の切り替わりが生じた場合の例が示されている。なお、選択行列にもとづく電圧印加が
完了する期間をフレームとし、各フレームにおいて、選択行列の１列の値にもとづいて電
圧印加される期間（選択期間）をサブフレームとする。そして、各フレームは、第０～第
３サブフレームで構成されているとする。図１０（Ｂ）の上段において、第１行はサブフ
レームの番号を示し、第２～第４行に、印加電圧（実効値）が示されている。
【００１１】
　液晶表示パネルに実際に設けられている走査電極の数が３を越える場合には、各サブフ
レーム間に、またはフレーム間に非選択期間が存在するが、図１０（Ｂ）ではそのことは
記載省略されている。非選択期間が省略されていることは、他の図面のついても同様であ
る。なお、非選択期間では、図１０（Ｂ）に示されている行（すなわち走査電極）以外の
行について、図１０（Ａ）に示された選択行列を用いたＭＬＡ法による駆動が行われてい
る。
【００１２】
　第２フレームの第０サブフレームで表示の切り替わりが生じた場合には、第２フレーム
の第０サブフレームから、それより前の印加電圧（実効値）の状態に比べて印加電圧の状
態が変化する。すなわち、表示の切り替わりが生じない場合には第２フレームにおける印
加電圧の状態は第１フレームにおける印加電圧の状態と同じであるが、第２フレームの第
０サブフレームで表示の切り替わりが生じたので、図１０（Ｂ）の上段に示すように印加
電圧の状態が変化する。なお、表示の切り替わりとして、例えば、考察の対象にしている
列について、図１０（Ｂ）の下段（「画像」と示されている行から下の４行）における最
上行に示すように、全オン表示から全オフ表示に切り替わった場合を想定する。
【００１３】
　Ｂ＝５，Ｓ＝１であるとして、２フレーム期間（８サブフレーム期間）の実効値の単純
加算値（以下、Ｒｕｎｎｉｎｇ　ＲＭＳという。）を図１０（Ｂ）の下段に示す。図１０
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（Ｂ）の下段に示すように、第３フレームの第３サブフレームから、印加電圧の実効値は
安定する。すなわち、一定の値になる。しかし、表示の切り替わりが生じてから７サブフ
レーム期間、実効値が変化する過渡状態になる。過渡状態にある期間を遷移期間というこ
とにする。遷移期間では、実効値が変化するだけでなく、変化の様子が行毎に異なってい
る。なお、図１０（Ｂ）の下段において、楕円で囲まれた「２４」および楕円で囲まれた
８つのＳおよびＢは、Ｒｕｎｎｉｎｇ　ＲＭＳを説明するためのものである。すなわち、
楕円で示された例では、８サブフレーム期間の実効値の単純加算値が「２４」である。
【００１４】
　図１０（Ｂ）の右欄に示すように、遷移期間（この例では、７サブフレーム期間）にお
ける第１行（Ｌ１）のＲｕｎｎｉｎｇ　ＲＭＳの和は「１９２」である。また、第２行（
Ｌ２）のＲｕｎｎｉｎｇ　ＲＭＳの和は「１７６」である。そして、第３行（Ｌ３）のＲ
ｕｎｎｉｎｇ　ＲＭＳの和は「１６０」である。よって、Ｒｕｎｎｉｎｇ　ＲＭＳの和の
最大値と最小値との差は「３２」である。図１０（Ｂ）では、Ｒｕｎｎｉｎｇ　ＲＭＳの
和の最大値と最小値との差が「ｄｅｌｔａ」で示されている。
【００１５】
　つまり、表示の切り替わりが生じたときに、実効値の変化の様子が行毎に異なる遷移期
間が複数のサブフレーム期間に亘って生ずるので、その異なりにもとづいて筋（横筋）が
視認されてしまうことがある。そして、「ｄｅｌｔａ」の値が大きい程、筋が視認されや
すくなる。また、用いる液晶の応答速度が速いほど視認されやすくなる。
【００１６】
　図１０（Ｂ）には第０サブフレームで表示の切り替わりが生じた場合の例が示されたが
、図１１（Ａ），（Ｂ）に、第１サブフレームおよび第２サブフレームで表示の切り替わ
りが生じた場合の例が示されている。また、図１２には、第３サブフレームで表示の切り
替わりが生じた場合の例が示されている。いずれの場合も、表示の切り替わりが生じてか
ら７サブフレーム期間、実効値が変化する過渡状態になる。また、遷移期間では、実効値
が変化するだけでなく、変化の様子が行毎に異なっている。
【００１７】
　図１３は、図１０（Ｂ）、図１１（Ａ），（Ｂ）および図１２に示された印加電圧の実
効値および「ｄｅｌｔａ」をまとめて示す説明図である。図１３に示すように、第０サブ
フレームまたは第３サブフレームで表示の切り替わりが生じた場合には、第１サブフレー
ムまたは第２サブフレームで表示の切り替わりが生じた場合に比べて「ｄｅｌｔａ」の値
は小さいが、それでも比較的高い値を示す。すなわち、いずれのタイミングで表示の切り
替わりが生じても、筋が視認される可能性がある。なお、図１３において、横筋の度合い
として示されている「×」は、「△×」よりも筋が視認される可能性がより高いことを意
味する。
【００１８】
　なお、フレーム周波数を例えば１５０Ｈｚ程度以上に上げることによって筋が視認され
ないようにすることができる可能性がある。しかし、フレーム周波数を上げると駆動回路
の消費電流が増加する。また、クロストークが生じやすくなるという問題がある。
【００１９】
　そこで、本発明は、ＭＬＡ法によって液晶表示装置を駆動する駆動方法であって、駆動
周波数を上げることなく、表示画像が切り替わるときに表示部おいて筋が視認されること
を防止することができる液晶表示装置の駆動方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　本発明による液晶表示装置の駆動方法は、複数のラインに対応する走査電極と複数の信
号電極とが交差するように形成された液晶表示パネルを複数ライン同時選択駆動法により
駆動する液晶表示装置の駆動方法であって、行列の要素を「１」と「０」で表す場合に対
角成分のみが「０」であり同時選択時に使用されない仮想行を含む一の直交行列を、１仮
想行を含む４行８列の選択行列の一部とし、その直交行列の列ベクトルを順にＲ１，Ｒ２
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，Ｒ３，Ｒ４としたときに、順にＲ３，Ｒ２，Ｒ１，Ｒ４を列ベクトルとする他の直交行
列を当該選択行列の他部とする選択行列を用い、同時選択されるラインが選択行列におけ
る一の列ベクトルにもとづいて選択される期間をサブフレームとし、表示データが切り替
わった場合に、複数サブフレームに亘る画素への印加電圧の実効値の和（例えば、７サブ
フレームのＲｕｎｎｉｎｇ　ＲＭＳの和、平均値で定義してもよい。）の、同時選択され
るライン（例えば、Ｌ１，Ｌ２，Ｌ３）間での差が、所定値以下になるようなタイミング
で表示データの切り替えを行う駆動方法であり、第０サブフレーム、第３サブフレーム、
第４サブフレームまたは第７サブフレームで表示データの切り替えを行うことを特徴とす
る。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、駆動周波数を上げることなく、表示画像を切り替えるときに横筋が視
認されることを防止できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。
　図１（Ａ）は、本実施の形態で用いられる選択行列の一例を示す説明図である。図１（
Ａ）に示す選択行列は、８つのＲＯＷベクトルで構成されている。そして、第１フレーム
では前半（図１（Ａ）において左側）の４つのＲＯＷベクトルが用いられ、第２フレーム
では後半（図１（Ａ）において右側）の４つのＲＯＷベクトルが用いられる。さらに、以
降の奇数フレームでは前半の４つのＲＯＷベクトルが用いられ、偶数フレームでは後半の
４つのＲＯＷベクトルが用いられる。
【００２５】
　図１（Ａ）に示す選択行列において、前半の４列（Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３，Ｒ４）の値は、
図９（Ａ）や図１０（Ａ）に示された行列の各列の値と同じである。前半の４列は、順に
、Ｒ３，Ｒ２，Ｒ１，Ｒ４の値を有する列になっている。よって、例えば、奇数フレーム
では、選択期間において、前半の４列（Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３，Ｒ４）の値にもとづく選択電
圧が各行電極に印加される。また、偶数フレームでは、選択期間において、後半の４列（
Ｒ３，Ｒ２，Ｒ１，Ｒ４）の値にもとづく選択電圧が各行電極に印加される。よって、偶
数フレームでは、奇数フレームにおいて用いられる選択行列の列を入れ替えた選択行列が
用いられることになる。
【００２６】
　なお、図１（Ａ）では、仮想行についての値は記載省略されているが、選択行列には仮
想行も存在する。すなわち、本実施の形態では、同時選択ライン数を３とし、１行の仮想
行を設ける場合を例にする。また、仮想行も含めると、前半の４列は、図９（Ａ）や図１
０（Ａ）に示されたように対角成分のみが「０」である正方行列である。
【００２７】
　また、１フレームは４つのサブフレームで構成されるが、以下、奇数フレームは第０～
第３サブフレームで構成され、偶数フレームは第４～第７サブフレームで構成されている
として説明を進める。なお、選択行列は仮想行を含む４行８列で構成され、１フレームは
８サブフレームで構成されると定義してもよい。
【００２８】
　図１（Ｂ）における上段には、第２フレームにおける第４サブフレームで表示の切り替
わりが生じた場合の液晶表示パネルにおける３行に対する印加電圧（実効値）シーケンス
が示されている。なお、例えば、全オン表示から全オフ表示に切り替わったとする。図１
０（Ｂ）等に示された場合と同様に、第４サブフレームから、それより前の印加電圧の状
態に比べて印加電圧の状態が変化する。
【００２９】
　Ｂ＝５，Ｓ＝１であるとして、２フレーム期間（８サブフレーム期間）のＲｕｎｎｉｎ
ｇ　ＲＭＳを図１（Ｂ）の下段に示す。図１（Ｂ）の下段に示すように、第３フレームの
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第３サブフレームから、印加電圧の実効値は安定する。すなわち、一定の値になる。しか
し、表示の切り替わりが生じてからの７サブフレームの遷移期間において、実効値が変化
する。遷移期間では、実効値が変化するだけでなく、変化の様子が行毎に異なっている。
【００３０】
　図１（Ｂ）の右欄に示すように、遷移期間における第１行（Ｌ１）のＲｕｎｎｉｎｇ　
ＲＭＳの和は「１７６」である。また、第２行（Ｌ２）のＲｕｎｎｉｎｇ　ＲＭＳの和は
「１７６」である。そして、第３行（Ｌ３）のＲｕｎｎｉｎｇ　ＲＭＳの和は「１７６」
である。よって、Ｒｕｎｎｉｎｇ　ＲＭＳの和の最大値と最小値との差である「ｄｅｌｔ
ａ」は「０」である。
【００３１】
　すなわち、遷移期間では、実効値が変化し、かつ、変化の様子が行毎に異なっているの
であるが、各行のＲｕｎｎｉｎｇ　ＲＭＳの和は同じになっている。つまり、遷移期間に
おいて、各行の全体的な実効値は同じになっている。よって、表示の切り替わりが生じて
も、筋（横筋）は視認されなくなる。
【００３２】
　図２（Ａ），（Ｂ）には、第５サブフレームおよび第６サブフレームで表示の切り替わ
りが生じた場合の例が示されている。いずれの場合も、表示の切り替わりが生じてから７
サブフレーム期間、実効値が変化する過渡状態になる。また、遷移期間では、実効値が変
化するだけでなく、変化の様子が行毎に異なっている。そして、「ｄｅｌｔａ」は「６４
」と大きな値になっている。
【００３３】
　図３（Ａ），（Ｂ）には、第７サブフレームおよび第０サブフレームで表示の切り替わ
りが生じた場合の例が示されている。いずれの場合も、表示の切り替わりが生じてから７
サブフレーム期間、実効値が変化する過渡状態になり、遷移期間では、実効値が変化する
だけでなく、変化の様子が行毎に異なっているが、「ｄｅｌｔａ」は「０」である。
【００３４】
　図４（Ａ），（Ｂ）には、第１サブフレームおよび第２サブフレームで表示の切り替わ
りが生じた場合の例が示されている。いずれの場合も、表示の切り替わりが生じてから７
サブフレーム期間、実効値が変化する過渡状態になる。また、遷移期間では、実効値が変
化するだけでなく、変化の様子が行毎に異なっている。そして、「ｄｅｌｔａ」は「６４
」と大きな値になっている。
【００３５】
　図５には、第３サブフレームで表示の切り替わりが生じた場合の例が示されている。い
ずれの場合も、表示の切り替わりが生じてから７サブフレーム期間、実効値が変化する過
渡状態になり、遷移期間では、実効値が変化するだけでなく、変化の様子が行毎に異なっ
ているが、「ｄｅｌｔａ」は「０」である。
【００３６】
　図６は、図１（Ｂ）、図２（Ａ），（Ｂ）、図３（Ａ），（Ｂ）、図４（Ａ），（Ｂ）
および図５に示された印加電圧の実効値および「ｄｅｌｔａ」をまとめて示す説明図であ
る。図５に示すように、第１サブフレーム、第２サブフレーム、第５サブフレームまたは
第６サブフレームで表示の切り替わりが生じた場合には、「ｄｅｌｔａ」の値は大きい。
しかし、第０サブフレーム、第３サブフレーム、第４サブフレームまたは第７サブフレー
ムで表示の切り替わりが生じた場合には、「ｄｅｌｔａ」の値は「０」である。図６にお
いて、見栄えとして示されている「○」は、筋が視認される可能性がないことを意味し、
「××」は、筋が視認される可能性が高いことを意味する。
【００３７】
　以上のことから、第０サブフレーム、第３サブフレーム、第４サブフレームまたは第７
サブフレームで表示の切り替わりが生じた場合には、筋が視認されることが防止される。
そこで、本実施の形態では、図１（Ａ）に例示されたような選択行列を用い、かつ、表示
の切り替えを、第０サブフレーム、第３サブフレーム、第４サブフレームまたは第７サブ
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フレームで許容するように制御する。
【００３８】
　図７は、本発明による液晶表示装置の駆動方法を実現可能な駆動回路の機能ブロック構
成例を示すブロック図である。図７に示す構成において、例えば駆動回路の外部に存在す
るＭＰＵ（Micro Processing Unit）から表示制御信号が入力されるコントローラ回路１
０１は、ＭＬＡ演算回路１０３、直交関数発生回路１０４、セグメント回路１０５および
コモン回路１０６にタイミング信号（制御信号）を出力するとともに、メモリ回路１０２
からＭＬＡ演算回路１０３に対して表示データを出力させる。
【００３９】
　直交関数発生回路１０４は、図１（Ａ）に示された選択行列を保持し、所定期間毎に出
力されるコントローラ回路１０１からの制御信号に応じて、４つのＲＯＷベクトルを順に
ＭＬＡ演算回路１０３およびコモン回路１０６に出力する。ＭＬＡ演算回路１０３は、表
示データと直交関数発生回路１０４からのＲＯＷベクトルとの間でＭＬＡ演算を行って、
演算結果に応じた値をセグメント回路１０５に出力する。なお、ＭＬＡ演算とは、表示デ
ータとＲＯＷベクトルとのビット毎の排他的論理和の和をとる演算である。
【００４０】
　セグメント回路１０５は、ＭＬＡ演算回路１０３が出力する値をラッチし、ラッチした
値に応じて信号電圧としての駆動電圧＋Ｖｃまたは－Ｖｃが各信号電極に印加されるよう
に制御する。また、コモン回路１０６は、コントローラ回路１０１からの制御信号に応じ
て、選択されている３行に対応する走査電極に選択電圧としての駆動電圧＋Ｖｒまたは－
Ｖｒが印加され、選択されていない行に対応する走査電極に非選択電圧ＶＭが印加される
ように制御する。
【００４１】
　メモリ回路１０２には、例えば駆動回路の外部に存在するＭＰＵから表示データが入力
される。メモリ回路１０２は、入力された表示データを保持するのであるが、メモリ回路
１０２は、それぞれが、表示画面全体の表示データを記憶しうる第１メモリと第２メモリ
とを含む。コントローラ回路１０１は、あるフレームにおいて第１メモリからＭＬＡ演算
回路１０３に表示データが出力されているときに入力された表示データが第２メモリに書
き込まれるように制御する。また、あるフレームにおいて第２メモリからＭＬＡ演算回路
１０３に表示データが出力されているときに入力された表示データが第２メモリに書き込
まれるように制御する。つまり、１フレーム期間内において、信号電極側（具体的には、
ＭＬＡ演算回路１０３）に出力される表示データは変化しない。
【００４２】
　よって、ＭＬＡ演算回路１０３に出力される表示データが切り替わるタイミングは、フ
レーム開始時になる。すなわち、第０サブフレームまたは第４サブフレームの開始時にな
る。つまり、表示画面において表示画像の切り替わりが生ずるタイミングを第０サブフレ
ームまたは第４サブフレームの開始時に限定することができる。上記のように、第０サブ
フレームまたは第４サブフレームで表示の切り替わりが生じた場合には、「ｄｅｌｔａ」
の値は「０」である。従って、横筋が視認される可能性をなくすことができる。
【００４３】
　なお、本実施の形態では、表示の切り替えを、第０サブフレームまたは第４サブフレー
ムで許容するように制御するが、第３サブフレームまたは第７サブフレームで許容するよ
うに制御してもよい。
【００４４】
　また、本実施の形態では、選択行列における前半の４列（Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３，Ｒ４）に
対して、後半の４列を（Ｒ３，Ｒ２，Ｒ１，Ｒ４）とした。すなわち、前半の４列のＲＯ
Ｗベクトルのうちの３番目のＲＯＷベクトルを１列目にして、前半の４列の並び順とは逆
順にＲＯＷベクトルを並べたものにした。しかし、後半の４列の並び順を、他の並び順に
してもよい。
【００４５】
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　また、本実施の形態では、対角成分のみが「０」である正方行列を選択行列として用い
ているが、選択行列として他の直交行列を用いてもよい。ただし、選択行列において、特
定の要素（「１」と「０」のいずれか）が現れる周期が一定になる行（図１（Ａ）に示さ
れた例ではＬ１）が少ない（例えば１つ）であることが好ましい。
【００４６】
　また、本実施の形態では、同時選択ライン数を３とし、１行の仮想行を設ける場合を例
にしたが、同時選択ライン数が他の数である場合に本発明を適用してもよい。
【００４７】
　以上に説明したように、駆動方法を、一の直交行列を選択行列の一部とし、その直交行
列の列を入れ替えて形成される他の直交行列を選択行列の他部とする選択行列を用い、同
時選択されるラインが選択行列における一の列ベクトルにもとづいて選択される期間をサ
ブフレームとし、表示データが切り替わった場合に、Ｒｕｎｎｉｎｇ　ＲＭＳの和の、同
時選択されるライン（例えば、Ｌ１，Ｌ２，Ｌ３）間での差が、所定値以下になるような
タイミングで表示データの切り替えを行うように構成した、すなわち、表示画像が切り替
わるタイミングを、特定のサブフレームに限定した。その結果、駆動周波数を上げること
なく、表示画像を切り替えるときに横筋が視認されることを防止できるようになる。
【００４８】
　なお、上記の実施の形態では、所定値以下の値として「０」を例示したが、「０」でな
くてもよい。Ｒｕｎｎｉｎｇ　ＲＭＳの和の同時選択されるライン間での差が「０」でな
くても、例えば実験や検査で横筋が視認されないことが確認されたときには、その差（Ｒ
ｕｎｎｉｎｇ　ＲＭＳの和の同時選択されるライン間での差）を呈するときに表示データ
の切り替えに用いられたサブフレームの開始位置を、横筋が視認されることを防止できる
表示データの切り替えのタイミングとして採用してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００４９】
　本発明は、ＳＴＮ液晶表示素子などの単純マトリクス型の液晶表示素子をＭＬＡ法で駆
動する駆動方法に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】選択行列の一例、および第４サブフレームで表示の切り替わりが生じた場合の印
加電圧シーケンスと実効値とを示す説明図。
【図２】第５サブフレームおよび第６サブフレームで表示の切り替わりが生じた場合の印
加電圧シーケンスと実効値とを示す説明図。
【図３】第７サブフレームおよび第０サブフレームで表示の切り替わりが生じた場合の印
加電圧シーケンスと実効値とを示す説明図。
【図４】第１サブフレームおよび第２サブフレームで表示の切り替わりが生じた場合の印
加電圧シーケンスと実効値とを示す説明図。
【図５】第３サブフレームで表示の切り替わりが生じた場合の印加電圧シーケンスと実効
値とを示す説明図。
【図６】図１（Ｂ）、図２（Ａ），（Ｂ）、図３（Ａ），（Ｂ）、図４（Ａ），（Ｂ）お
よび図５に示された印加電圧の実効値および「ｄｅｌｔａ」をまとめて示す説明図。
【図７】駆動回路の機能ブロック構成例を示すブロック図。
【図８】選択行列の一例を示す説明図。
【図９】４行４列の直交行列を用い、４ライン目を仮想行とした場合のＭＬＡ法を説明す
るための説明図。
【図１０】選択行列の一例、および第０サブフレームで表示の切り替わりが生じた場合の
印加電圧シーケンスと実効値とを示す説明図。
【図１１】第１サブフレームおよび第２サブフレームで表示の切り替わりが生じた場合の
印加電圧シーケンスと実効値とを示す説明図。
【図１２】第３サブフレームで表示の切り替わりが生じた場合の印加電圧シーケンスと実
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効値とを示す説明図。
【図１３】図１０（Ｂ）、図１１（Ａ），（Ｂ）および図１２に示された印加電圧の実効
値および「ｄｅｌｔａ」をまとめて示す説明図。
【符号の説明】
【００５１】
　１０１　コントローラ回路
　１０２　メモリ回路
　１０３　ＭＬＡ演算回路
　１０４　直行関数発生回路
　１０５　セグメント回路
　１０６　コモン回路

【図１】 【図２】
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